
第 34回全国高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会 結果報告 
 

☆大西・川上 アベック優勝！！ 
  

🌸🌸🌸🌸尼工旋風 会場を圧巻🌸🌸🌸🌸 
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平成 31年 3月 23日（土）～26日（火）石川県金沢市総合体育館 

 

成績 

◎ 61kg級 大西 裕也 （機械科 2年 B組） 

優勝 記録 246kg（s110 - j136）最優秀選手賞受賞 

 

◎ 67kg級 永島 愛士 （電気科 2年）  

7位 記録 216kg（s98 - j118） 自己新記録 

 

◎ 89kg級 川上 直哉 （建築科 2年）  

優勝 記録 274kg（s125 - j149）自己新記録 

 

※学年は平成 30年度のもの   

 

3名とも、最高の試合をして最高の結果を出すことが出来ました。 

 

☆61 大西 裕也 戦前の予想通り、今や国内で高校生では相手がいない状態で、ライバ

ルは自己と記録との戦いであった。いつものように落ち着いて試合をすすめ、3 回目の試

技では失敗はしたものの大幅な新記録の挑戦に会場は大いに沸いた。3 月優勝した全日本

ジュニアよりまたパワーアップした感じである。今大会の最優秀選手賞を受賞。 

 

☆67 永島 愛士 初めての全国大会出場でしたが、冷静に自分の試合をきっちり行いパ

ーフェクトゲームで 7 位に入った。上位入賞にはまだまだ力の差があるが、この経験は必

ず次のステップアップにつながることを確信できる試合内容であった。 

 

☆89 川上 直哉 昨年夏痛めた怪我（肋骨の疲労骨折）のリハビリに半年以上費やした。

その間本当に辛抱強く練習メニューをこなして、この春の選抜大会にかけてきた。結果は

神がかり的な自己新記録（試合 best13kgアップ）で、優勝候補の 2名に競り勝って優勝し

た。その堂々たる試技内容は圧巻であった。いつもこの 2 名の下位に甘んじていた彼にと

っては、最高の優勝であった。 

 

この経験を活かして夏の沖縄で開催される全国高校総体で大きな夢を実現すべく、また

新たな課題を見つけてしっかり取り組んでいきたいです。 

いつもウエイトリフティング部に対して応援をいただき、また大会出場に関しましては

暖かいご支援をいただきましたことを感謝します。ありがとうございました。 

 

2019/03/27 ウエイトリフティング顧問 園家 恭一 西本 和樹 



 

活躍の瞬間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  61kg級 大西 裕也 トータル 246kg（1位） 

スナッチ110kg 成功（1位）   C&ｼﾞｬｰｸ 136kg 成功（1 位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 67kg級 永島 愛士  トータル 216kg（7位） 

スナッチ98kg 成功（7位）   C&ｼﾞｬｰｸ 118kg 成功（8位） 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 89kg級 川上 直哉 トータル 274kg（1位）  

スナッチ125kg 成功（1位）    C&ｼﾞｬｰｸ 149kg 成功（2位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今大会のMVP（最優秀選手賞）を受賞した大西裕也 

 
 

 


